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第１章 環境保全施策の取組 
 

「目黒区環境基本計画」に掲げた５つの基本方針に沿って、２０２５（令和７）年度に実施した環境

保全施策の内容について報告します。 

 

   方針・目標の構成と指標について 

「目黒区環境基本計画」では、「目指すべき環境像」の実現に向けて、基本方針ごとに成果指標を設

定し、評価をしています。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「目黒区環境報告書」では、成果指標と取組点検項目について、３段階で評価し、顔マークで記載し

ています。 

 

評価 評価内容 

 目標値を達成している。 

 目標値を達成していないが、目標値に近づいている。 

 目標値を達成しておらず、目標値に近づいていない。 

－ 評価できない。 

 

  

 

 

 基本方針 成果指標 

目指すべき環境像と
具現化するための方
向性を示すもの 

施策の目標 

基本方針の実現に向
けて実施される施策
の目標を示すもの 

施策 
施策の目標達成に向け
た具体的な取組内容 

目黒区が目指すべき環境像 

「基本方針」に紐づく
施策の成果を網羅的
に評価する指標 

取組点検項目 

施策の進捗状況を測
る指標（主な取組の指
標から抽出） 

事業目標 
事業の進捗状況を測
る指標 

方針・目標等の構成 指標 

●指標の評価の見方● 



６ 

 

 

 

 

２０３２年に目指す姿  

区民・事業者の中で、省エネルギー型・脱炭素型のライフスタイルが定着しており、再生可能エネル

ギーでつくられた電力を利用するなど、住宅や建物のエネルギーを無駄なく利用している家庭や事業所

が増えています。 

まちは歩きやすく、自転車が利用しやすくなっており、まちなかを走る車の

多くが環境に配慮した車両です。 

大雨による都市型水害などの災害に備えて、適切な情報提供が速やかに行き

わたり、すべての人々がどのように行動すべきか理解しています。 

気温が高くなる日は、熱中症に備えた行動がとれるようになっています。 

 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

成果指標      

① 
区域における二酸化炭素排

出量 
２０１３ 

１,１７９ 

千ｔ-ＣＯ２ 

５８９.５ 

千ｔ-ＣＯ２ 

２０３０年度実績値 

２０１３年度比５０％減 

８６４.０ 

千ｔ-ＣＯ２ 

【２０２３(令和５)

年度実績値】※１ 

 

② 
再生可能エネルギーの導入

容量（累計） 
２０２１ ９,０８３ｋＷ ３０,０００ｋＷ 

１２,４１０ｋＷ 

【２０２４(令和６)

年度実績値】※２ 

 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 基準年度に対し、区域における二酸化炭素排出量は２７％減少し、目標値に近づいています。 

⚫ 再生可能エネルギーの導入容量は基準値から３,３２７ｋＷ増加しており、目標値に近づい

ています。   

  

 

カーボンニュートラルの未来をつくる 

基本方針１ レジリエントなまち 

 

※１ 出典：オール東京６２市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」・２０２６（令和８）年３月発行 
「特別区の温室効果ガス排出量【１９９０(平成２)～２０２３(令和５)年度】」 

※２ 出典：経済産業省資源エネルギー庁 再生可能エネルギー事業計画認定情報 市町村別認定・導入量 
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２０２５（令和７）年度に実施した事業 

２０２５（令和７）年度は、以下の事業を実施しました。緑化に関する取組は「基本方針３」を、区

有施設の取組については、「第２章 区役所の温室効果ガス削減の取組」をご参照ください。 

NO. 事業名 

１ 「めぐろスマートライフ」での情報発信 

２ 環境に配慮した運転の啓発 

３ 事業者の脱炭素化人材育成支援事業 

４ 環境に配慮した中小企業向け融資の充実 

５ 環境への負荷の少ない商品の購入促進 

６ 住宅用再生可能エネルギー及び省エネルギー設備設置費助成 

７ 再生可能エネルギーに関する講座等の開催 

８ めぐろエコの森の維持管理 

９ 「多摩の森」活性化プロジェクト 

１０ 友好都市森林整備事業 

１１ 住宅リフォーム資金助成 

１２ 建築物省エネ法の情報発信 

１３ ＺＥＶ＊・Ｖ２Ｈ＊の普及啓発 

１４ 公用ＥＶ車のカーシェアリング事業 

１５ 区有施設へのＥＶ充電設備等の設置 

１６ 祐天寺駅周辺地区の整備 

１７ 自由が丘駅周辺地区の街づくり 

１８ 自転車走行環境の整備 

１９ 地域交通の支援の推進 

２０ 道路と鉄道の立体化の推進 

２１ 透水性舗装、雨水浸透桝の整備 

２２ 公園整備（透水性舗装、浸透桝・トレンチ） 

２３ 雨水流出抑制施設の整備の促進（公共・民間施設） 

２４ 雨水流出抑制施設等設置助成制度 

２５ 打ち水の実施 

２６ 熱中症予防情報発信 

２７ 涼み処普及啓発 
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NO. 事業名 

２８ 熱中症特別警戒アラート・クーリングシェルター 

２９ 感染症リスクの情報収集と情報発信 

３０ 災害時の情報発信体制の強化 

３１ 水害ハザードマップ等による防災意識の啓発 

３２ 地下施設・半地下建物への浸水対策の情報提供 

＊「ＺＥＶ」「Ｖ２Ｈ」…Ｐ．９１『用語集』参照 

   ２０２６（令和８）年度の予定 

⚫ ２０２５（令和７）年度の事業を継続するとともに、２０５０年のカーボンニュートラルの実現

に向けた効果的な普及啓発策の検討を行います。 

⚫ 区有施設の電力供給における脱炭素化を促進するため、再エネプランへの切替が困難な施設に

対し、非化石証書を調達することにより非化石由来電力を導入していきます。 

⚫ 脱炭素社会に向けた地球温暖化対策の推進のため、ガスの使用量が多い一部区有施設にカーボ

ン・オフセット都市ガス（ガスの利用に伴う二酸化炭素排出量を相殺し、温室効果ガス削減に貢

献する都市ガス）を導入していきます。 

⚫ 区内建築物等の整備における国産木材の積極的な利用を推進するため、「目黒区公共建築物等に

おける木材利用推進方針」の策定に向けた取組を進めていきます。 

⚫ 庁用車の脱炭素化のため、引き続き環境に配慮した車両（ＥＶ、ＦＣＶ等）への切り替えを進め

ます。 

⚫ 涼み処の普及啓発として、いこいの家及び高齢者センターのロビー等を開放し、水分の提供を 5

月中旬から継続して実施します。 

 

 

目黒区から排出される二酸化炭素排出量の約８割が、各家庭のエネルギー使用に伴う排出量

（家庭部門）とオフィスビルや商業施設からの排出量（業務部門）となっています。 

２０２３（令和５）年度は家庭部門は基準年度から２３％減少、業務部門は３４％減少しまし

た。 

 

 

 

 

  

目黒区から排出される二酸化炭素排出量の推移 

出典：オール東京６２市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」・２０２６（令和８）年３月発行 
「特別区の温室効果ガス排出量【１９９０(平成２)～２０２３(令和５)年度】」 
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ライフスタイルの省エネルギー化・脱炭素化の促進 

区民や事業者が日常的に取り組める省エネルギー行動の実践や省エネルギー型設備機器等の普

及に向けて、情報発信や取組の機会の創出、導入支援などを行い、脱炭素型のライフスタイルを促

進していきます。また、カーボンフットプリント＊など温室効果ガス排出量の少ない商品が選択で

きるよう、情報発信をしていきます。 

さらに、区自らも区有施設においてエネルギー消費量と温室効果ガスの削減に向けて、率先行動

としての取組を推進していきます。 

＊「カーボンフットプリント」…Ｐ．９１『用語集』参照 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

１-１ 

区・区民・事業者が地球環

境に配慮した行動をとって

いると思う区民の割合※ 

２０２１ ３５％ ７０％ ５４％ 
 

１-１ 
区の事務事業による温室効

果ガス排出量 
２０１３ 

２３,６２７ 

ｔ-ＣＯ２-ｅｑ 

９,４５１ 

ｔ-ＣＯ２-ｅｑ 

２０１３年度比６０％減 

１１,７３８ 

ｔ-ＣＯ２-ｅｑ 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 区・区民・事業者が地球環境に配慮した行動をとっていると思う区民の割合は、基準値から 

１９ポイント増加し、目標値に近づいています。 

⚫ 区の事務事業による温室効果ガス排出量は基準値から５０．３％削減し、目標値に近づいてい

ます。 

 

● 「めぐろスマートライフ」での情報発信 

区では、エコライフめぐろ推進協会と連携・協力し、ウェブサイト「めぐろスマートライフ」を公開

しています。このウェブサイトは、より快適で便利な、思わずトライしたくなるようなアイデアやコツ

などの情報を発信し、めぐろスマートライフ（環境にやさしい行動を賢く選択できる暮らし方）を実践

していくことで、脱炭素社会の実現を目指すものです。一方的な情報提供だけでなく、区民からもアイ

デアや体験談を募集し、双方向の発信を目指しています。 

２０２５（令和７）年度は、誰もが楽しく取り組めるエコ情報として、５２本の記事を配信しました。

また、新たな取り組みとして、「めぐろスマートライフ」で取り上げた４つの事業者を招き、トークイ

ベント「自由が丘で始めるサステナブルな暮らし」を開催しました。 

 

 

 

施策の目標１-１ 

●めぐろスマートライフ ＱＲコード● 

＞

●めぐろスマートライフ ロゴ● 

 

※ 区民に対する『環境に関するアンケート』の問１６の集計結果の平均値から算出（小数点以下四捨五入）。 



１０ 

● 事業者の脱炭素化人材育成支援事業 

区内事業者を対象に、東京商工会議所が実施する環境社会検定試験（ｅｃｏ検定）®の受験料の一部

を区が負担しています。 

２０２５（令和７）年度における受験申請者数は、前期で７８人、後期で１０２人となり、区公式ウ

ェブサイトや区報、チラシを用いてＰＲを行い、受験者数の増加を図りました。 

● 環境に配慮した中小企業向け融資の充実 

太陽光発電設備や蓄電池の導入、環境配慮型自動車の購入など、環境に配慮した設備を導入する中小

企業者を対象とした融資制度を設けています。 

２０２５（令和７）年度の融資あっせん実績は１件でした。 

 

積極的な再生可能エネルギーの活用 

区の特性を踏まえ、再生可能エネルギーを区有施設で率先的に導入していくとともに、家庭や事

業所に対して、効果も含めた正しい情報提供と助成制度等の支援により、導入を促進していきます。 

また、再生可能エネルギーでつくられた電力利用の普及に向けた啓発を行うとともに、２０５０

年ゼロカーボンシティの実現を目指して他自治体との連携を含めた取組を検討していきます。 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

１-２ 

再生可能エネルギー・省エネル

ギー設備設置費助成による年

間ＣＯ２削減量（累計） 

２０２１ 
３,６３６ 

ｔ-ＣＯ２ 

６,１６０ 

ｔ-ＣＯ２ 

５,２３６ 

ｔ-ＣＯ２ 
 

１-２ 
区有施設への再生可能エネ

ルギー導入容量（累計） 
２０２１ １０３ｋＷ ３００ｋＷ １０３ｋＷ 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 環境負荷の少ないエネルギー利用の促進を行うための再生可能エネルギー及び省エネルギー

設備設置費助成により、年間のＣＯ２削減量は順調に増加し、目標値に近づいています。 

（目標値に近づいていない項目の対策等） 

・区有施設への再生可能エネルギーの導入については、導入コストや設置スペースの不足、施設の構造上の

制約、ＰＰＡモデルの適用条件などの課題があり、導入が十分に進んでいない状況です。今後は、学校改

築等の機会を捉えながら段階的な導入を進めるとともに、ペロブスカイト太陽電池をはじめとする次世

代技術の活用についても検討していきます。 

  

施策の目標１-２ 
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● 住宅用再生可能エネルギー及び省エネルギー設備設置費助成 

本事業は、環境負荷の少ないエネルギー利用を促進し、地球温暖化対策の推進を目的として行ってい

ます。二酸化炭素排出量の削減に貢献する再生可能エネルギー設備や省エネルギー設備を設置する区民

を対象に、設置経費の一部を助成しました。 

●２０２５（令和７）年度実績●  （ ）：２０２４（令和６）年度実績 

助成対象設備 助成額 
助成額の 

上限 
助成件数 累計 

太陽光発電システム 
１ｋＷあたり 

３万円 
１５万円 ９５件 

（９９件） 
９６４件 

家庭用燃料電池システム 

本体価格の 

３分の１ 

７万円 
８件 

（９件） 
５２０件 

家庭用蓄電システム ７万円 
１３２件 

(１３４件) 
５６５件 

ＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯器 ５万円 
１２件 

（１２件） 
２１９件 

ハイブリッド給湯器 ５万円 
６件 

（３件） 
 １１件 

マンション共用部ＬＥＤ照明 １０万円 
４件 

（３件） 
 １０１件 

エコ住宅（東京ゼロエミ住宅及びネット・ゼ

ロ・エネルギー・ハウス） 
 ３０万円 

２５件 

（２１件） 
 ９３件 

 

● 再生可能エネルギーに関する講座等の開催 

目黒区エコプラザでは再生可能エネルギーについて学ぶ講座

等を実施しています。 

２０２５（令和７）年度は、目黒区エコプラザ環境学習体験コ

ーナーの中で、自然エネルギーの啓発として自転車発電や手回し

発電の環境学習体験を実施し、参加者は約１８３名となりました。

エコまつり めぐろ２０２５で「紙しばいやもっちい」さんによ

るＳＤＧｓ紙芝居のパフォーマンスを実施しました。また、屋外

の田道広場公園では、ＥＶ車を活用した脱炭素社会の推進と災害 

時給電に係る連携協定を結んだ「日産自動車」をはじめ７団体のブースで環境に関するクイズラリーを

実施しました。田道ふれあい館まつりでは、ソーラーパネルに充電した電力を使用して電子ピアノを弾

いてソプラノコンサートを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自然エネルギーを体感できる講座● 

＞



１２ 

● 他自治体等と連携したゼロカーボン対策の推進 

２０２５（令和７）年１０月、区域を越えた広域的な地球温暖化対策の推進を目的として、目黒区、

角田市及び島田生産森林組合の３者により、森林整備等に関する連携協定を締結しました。この協定に

基づき、整備が十分に行き届いていない角田市内の森林に対し、目黒区が森林環境譲与税を活用して財

政的な支援を行い、森林環境の整備を促進するとともに、森林整備による二酸化炭素吸収量を算定し、

その効果を公表することで、カーボン・オフセット＊の取組を推進していきます。 

また、「多摩の森」活性化プロジェクトにおいては、多摩地域の森林の保全・育成を推進するため、

都内の複数自治体と連携しながら一体的な森林整備に取り組んでいます。２０２５（令和７）年度は、

森林整備（間伐）、カーボン・オフセット、現場体験、木材利活用の各事業を実施しました。現場体験

事業は全８回実施し、目黒区から２９２名の申し込みがあり、８０名が参加しました。いずれの回も定

員を上回る応募があり、高い関心が寄せられました。 

＊「カーボン・オフセット」…Ｐ．９１『用語集』参照 

脱炭素型まちづくりの推進 

新築・増改築される戸建住宅やマンション、ビルは省エネルギー性能が高い建物となるよう、法

律などに基づく情報発信や設備導入の支援を行い、エネルギー効率の高いまちづくりを推進してい

きます。 

また、自動車のＺＥＶ（ゼロ・エミッション・ビークル）化推進に向けて、環境に配慮した車両

や充電・充填インフラの普及促進、ゼロカーボン・ドライブを促進するほか、ウォーカブルなまち

づくり（居心地が良く歩きたくなるまちづくり）を推進し、自転車利用の利便性向上などを進めて

いきます。 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

１-３ 

エコ住宅（ＺＥＨ＊及び東

京ゼロエミ住宅）の助成件

数（累計） 

２０２１ １１件 １１１件 ９３件  

１-３ 

区有施設におけるＺＥＶ

（ゼロ・エミッション・ビ

ークル）導入台数（累計） 

２０２２ １台 ３１台 ２１台 
 

＊「ＺＥＨ」…Ｐ．９１『用語集』参照 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ エコ住宅の助成件数は基準値から増加し、累計で９３件と目標値に近づいています。 

⚫ 区有施設におけるＺＥＶ導入台数は基準値から増加し、累計で２１台と目標値に近づいてい

ます。 

 

施策の目標１-３ 
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● 公用ＥＶ車のカーシェアリング事業・区有施設へのＥＶ充電設備等の設置 

２０２３（令和５）年７月から電気自動車によるカーシェ

アリング事業の試行導入を実施し、２０２４（令和６）年７月

から本格導入しました。総合庁舎東口駐車場に電気自動車を

２台（日産リーフ）配置し、庁用車として活用する一方で、庁

用車として利用していない時間帯については、区民等がカー

シェアリングサービスとして利用できるものとなっていま

す。 

また、２０２５（令和７）年３月から総合庁舎南口駐車場に

電気自動車用の超急速充電設備（９０ｋＷ）を１台設置し、営

業を開始しました。 

● 地域交通の支援の推進 

区では、公民連携により、地域の状況に応じた持続可能な

利便性の高い交通手段の確保に向けた取組の支援を行ってい

ます。 

東部地区では、東部地区地域交通バス（さんまバス）の実証

運行を２０２４（令和６）年３月から開始し、引き続き実施を

しています。実証運行では、ＥＶバス車両を導入し、ＣＯ２の

削減を図っています。 

 

● 歩行者・自転車利用の環境向上・脱炭素まちづくり 

祐天寺駅周辺地区や自由が丘駅周辺地区、中目黒駅周辺地区では、公民連携で居心地が良く安全で歩

きたくなるまちづくりを進めています。自由が丘駅周辺地区では、安全な歩行環境の確保のため、２０

２４（令和６）年度に駐車場地域ルールを策定し、地域特性に応じた駐車場整備に取り組んでいます。 

また、自転車ナビマーク（自転車の通行場所や進行方向を示す）を八雲地域等に設置し、自転車安全

利用の普及啓発と自転車走行環境の整備を行っています。 

さらに、自由が丘駅周辺地区において公民連携で作成した「自由が丘未来ビジョン」では、まちづく

りの方針のひとつに「世界水準の環境性能を備えた建物や取組を備えることで注目され選ばれるまちを

目指す」と位置づけ、区公式ウェブサイトなどで周知を図っています。 

 

● 住宅リフォーム資金助成（省エネリフォーム） 

住宅などの建物へ省エネルギー性能の向上へとつながる省エネルギー設備機器の導入支援を行うと

ともに、区民が自己居住用の住宅を区内業者により、一般リフォーム及び省エネリフォーム工事を行

った場合、その経費の一部を助成しています。 

２０２５（令和７）年度は、住宅リフォーム１９４件について助成を行いました。 

 

 

 

 

●超急速充電設備● 

＞

●さんまバス● 

＞



１４ 

気候変動適応策の推進 

気候変動に伴う影響への備えとして、大雨や台風による河川や内水の氾濫など都市型水害への対

策や、ヒートアイランド現象を抑制するための遮熱対策や緑化、熱中症・感染症予防対策などを東

京都気候変動適応センターや近隣自治体とも連携し、推進していきます。 

また、適応と緩和の両側面を持つ再生可能エネルギーや蓄電池システム、コージェネレーション

システムなどを活用して災害時でも使用できるエネルギーシステムを確保するとともに、区民や事

業者の防災意識の醸成や連携の促進により、地域の防災・減災力を強化した災害に強いまちづくり

を推進していきます。 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

１-４ 

適応策について情報収集等

の対策に取り組んでいる区

民の割合※１ 

２０２０ ３３％ ７０％ ４９％ 
 

１-４ 
保水性舗装＊・遮熱性舗装＊

の道路整備（累計）※２ 
２０１７ １０,１２２㎡ １３,７５２㎡ １２,６９２㎡ 

 

 

＊「保水性舗装」「遮熱性舗装」…Ｐ．９２『用語集』参照 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 適応策について情報収集等の対策に取り組んでいる区民の割合は、基準値３３％から１６ポ

イント増加し、目標値に近づいています。 

 

● 都市型水害への対策 

「目黒区豪雨対策計画」に基づき、雨水の地下への浸透を

進め、都市型水害を解消するために、流域対策として、３か所

の雨水浸透桝の整備、歩道や公園における透水性舗装整備を

実施しました。 

さらに、雨水流出抑制施設の整備を図るため、「雨水流出抑

制施設設置に関する指導要綱」に基づく事業者との協議や「雨

水流出抑制施設等設置助成制度」により個人に対する助成を

行っています。 

２０２５(令和７)年度は２件の助成を行いました。 

  

施策の目標１-４ 

●敷地内の雨水浸透トレンチ● 

 

※１ 区民に対する『環境に関するアンケート』の問５⑳㉑の集計結果の平均値から算出（小数点以下四捨五入）。 
※２ 隔年（偶数年度）に実施のため、２０２５（令和７）年度は未実施。記載内容は２０２４（令和６）年度の実績。 
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● 熱中症予防情報発信・涼み処普及啓発 

区では、熱中症予防の普及啓発や熱中症警戒アラートなど

の注意喚起を行っています。 

２０２５（令和７）年度は、熱中症予防についてのリーフレ

ットの印刷及び普及啓発グッズの購入を行い、希望する課及

び区施設に配布し、各施設でも掲示し、配布を実施しました。 

また、例年、熱中症による救急搬送患者の半数以上が高齢

者であることから、経口補水液等や、介護保険料決定通知へ

の啓発文掲載、東京都による熱中症予防ウェアラブルデバイ

ス「カナリア」を配布するなど、注意喚起を行いました。 

このほか、区の施設（高齢者センター１か所、いこいの家２

４か所）を、日中を涼しく過ごし、水分補給ができる「涼み処」

として開放しました。 

● 熱中症特別警戒アラート・クーリングシェルター 

熱中症対策を一層強化するため、気候変動適応法が改正さ

れ、熱中症特別警戒アラートやクーリングシェルター（指定

暑熱避難施設）の指定等が創設されました。 

熱中症特別警戒アラートの運用期間は４月の第４水曜日か

ら１０月の第４水曜日までです。 

区では、区有施設４９施設、都有施設１施設、民間施設１１

施設、合計６１施設をクーリングシェルターとして指定しま

した。クーリングシェルターののぼり旗を飲料水やポスター

とともに、各施設へ配付し周知を行いました。 

２０２５（令和７）年度中、熱中症特別警戒アラートの発表

はありませんでした。 

● 災害時の情報周知の充実化・防災に関する意識啓発 

区では、目黒区防災地図アプリやＬＩＮＥ、Ⅹ等の媒体を

用いて避難情報や避難所の開設状況等を発信しています。 

２０２５（令和７）年度は、水害ハザードマップ等の総合庁

舎、地区サービス事務所等での配布及び区公式ウェブサイト

での公開による啓発行うとともに、ＳＮＳ等による気象情報

の発信を行いました。 

このほか、区公式ウェブサイト等で、地下施設・半地下建物

への浸水対策の情報提供を実施するとともに、区職員に対し

ても、災害時における円滑な情報発信業務の遂行を目的とし

た情報発信訓練を実施しています。 

  

●熱中症予防リーフレット● 

＞

●目黒区防災地図アプリ● 

＞

●クーリングシェルターイメージ● 

＞

出典：「熱中症予防のための情報・資料サイト」 

（厚生労働省） 



１６ 

 

 

 

 

２０３２年に目指す姿  

必要な時に必要な量だけ購入する、使わなくなったものは人に譲る、リサイクルショップに出すなど、

ものや資源を大切にする行動が定着しています。 

特に、食品ロスについては、できるだけ削減するという意識が区民や事業者に浸透しています。食品

を無駄なく使用するレシピが家庭で普及し、飲食店では食べきれる量を提供するための工夫が柔軟に行

われ、家庭・事業者ともに食品ロスの量が減っています。 

また、循環経済（サーキュラーエコノミー）＊への移行が進展し、持続可能

な形で資源を利用する活動が区民・事業者の間で浸透しています。資源は適切

に再使用・再生利用されており、資源の分別回収・再商品化が徹底され、ごみ

の排出量が少ないまちになっています。 

＊循環経済（サーキュラーエコノミー）…Ｐ．９２『用語集』参照 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

成果指標      

③ 
めぐろ買い物ルールや取組

の認知度※ 
２０２１ ３３.７％ ５０.０％ １６.３％ 

 

④ 年間のリサイクル率  ２０２１ ２６.０％ ４０.０％ ２５.２％ 
 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ めぐろ買い物ルールや取組の認知度は基準値から１７.４ポイント減少しています。 

⚫ 年間のリサイクル率は、基準値から０.８ポイント減少しています。 

（目標値に近づいていない項目の対策等） 

・めぐろ買い物ルールや取組の認知が十分に広がっていないことから、多様な媒体や事業者と連携した周

知を強化し、認知度の向上を図っていきます。 

・排出されるごみ量の減少傾向に伴って、排出される資源量も減少しており、年間のリサイクル率はほぼ横

ばいで推移しています。今後は、資源の分別排出を向上するための取組等を強化していきます。 

 

 

 

 

 

ものを大切にして資源が循環する未来をつくる 

基本方針２ 資源が循環するまち 

 

※ 区民に対する『環境に関するアンケート』の問１４「めぐろ買い物ルールについて」について、「１よく内容を知っている」、 

「２多少の内容は知っている」と回答した割合（小数点第２位以下四捨五入）。 
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２０２５（令和７）年度に実施した事業 

２０２５（令和７）年度は、以下の事業を実施しました。 

NO. 事業名 

３３ ３Ｒに関する情報発信 

３４ 啓発冊子・パンフレットの発行 

３５ ３Ｒに関する環境学習の実施 

３６ 事業者の循環経済への転換に向けた普及促進 

３７ エコプラザを拠点とする情報発信・環境活動への支援（リサイクルショップ） 

３８ フリーマーケットの開催、地域(目黒）環境ルールの啓発普及 

３９ びん・缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装の分別回収事業 

４０ めぐろ衣類回収プロジェクト 

４１ 給食用紙パックリサイクル事業 

４２ 古紙の資源回収事業 

４３ 集団回収の支援事業 

４４ 小型家電等の拠点回収事業 

４５ 生ごみ堆肥化関連事業 

４６ 
公民連携に基づく桜開花時期のゴミの資源循環に関する取組 
「ナカメサーキュラーチャレンジ」 

４７ めぐろ買い物ルールの展開 

４８ 食品ロス削減の普及啓発 

４９ フードドライブ＊の実施 

５０ 給食用生ごみリサイクル処理事業 

５１ 製品プラスチックの回収・リサイクル 

５２ 区有施設へのマイボトル対応型給水機の設置 

５３ ふれあい指導（排出指導） 

５４ 不法投棄の防止 

５５ 事業用大規模建築物の排出指導 

５６ 一般廃棄物処理業の許可と指導 

５７ 適正処理困難物等に関する情報提供 

５８ 廃棄物関連の法制度に関する情報提供等 

５９ 拡大生産者責任の視点に立った容器包装リサイクル法等への対応 

６０ 水銀を含む製品の分別回収事業 

＊「フードドライブ」…Ｐ．９２『用語集』参照 

  

 



１８ 

   ２０２６（令和８）年度の予定 

⚫ ２０２５（令和７）年度の事業を継続するとともに、様々な世帯構成、年齢層に応じた効果的な

普及啓発を図ります。 

⚫ 給食で発生した残渣等をリサイクルし、食品ロス削減と循環型社会の促進を図ります。 

⚫ 各種広報媒体を活用して「めぐろ買い物ルール」の普及啓発を進めるとともに、区内事業者への

働きかけにより参加店の拡大を図ります。 

 

２０２５（令和７）年度の排出量を前年度と比べると、

可燃ごみは１.６％減少、粗大ごみは２.６％減少しました。

これらの合計値であるごみ量は、４７,９８８ｔで、前年度

と比べると１.６％減少しました。リサイクル率について

は、２５.２％となっています。 

区民１人１日当たりのごみ量は、４６５ｇで、前年度か

ら１１ｇ減少しました。 

 

 

項目 
２０２３ 

（令和５）年度 
２０２４ 

（令和６）年度 
２０２５ 

（令和７）年度 
増減量 

（前年度比） 
増減率 

（前年度比） 

燃やすごみ ４５,０６６ ４４,４９９ ４３，７８７ ▲７１２ ▲１．６％ 

燃やさないごみ １,６４０ １,５５７ １，５５７ ０ ０％ 

粗大ごみ ２,８８１ ２,７１４ ２，６４４ ▲７０ ▲２．６％ 

計 ４９,５８７ ４８,７７１ ４７，９８８ ▲７８３ ▲１．６％ 

＊単位未満を四捨五入して整数で表示しているため、合計が表記のとおりの計算結果と一致しないこともあります。 

 

清掃・リサイクル事業の２０２５（令和７）年度の総支出額は、４８億２,２０２万円でした。

内訳の資源回収費には、集団回収への支援も含まれています。また、清掃事業分担金とは、清掃工

場の運営や施設整備などの経費として、東京二十三区清掃一部事務組合などへ納めている金額です。 

清掃・リサイクル経費の総支出額を区の人口で割ると、区民１人当たりの清掃・リサイクル費用

は、約１７,１００円となりました。 

項目 ２０２４（令和６）年度 ２０２５（令和７）年度 

資源回収費 １２億６,６９８万円 ２７.０％ １２億９，４１４万円 ２６．８％ 

収集運搬費 １１億１７４万円 ２３.５％ １１億１，９３２万円 ２３．２％ 

清掃事業分担金 １３億７,１５２万円 ２９.３％ １４億６，６２３万円 ３０．４％ 

職員人件費 ８億８,２３０万円 １８.８％ ８億６，８８０万円 １８．０％ 

その他 ６,５３９万円 １.４％ ７，３５３万円 １．５％ 

総支出額 ４６億８,７９３万円 １００.０％ ４８億２，２０２万円 １００.０％ 

区民１人当たりの 
清掃・リサイクル費用 
（目黒区の人口※１） 

１６,７００円 
（２８１,００１人）

－ 
１７，１００円 

（２８２，７０７人）
－ 

※１ 住民記録 ２０２５（令和７）年１０月１日現在。（外国籍を有する方を含む。） 

＊単位未満を四捨五入して整数で表示しているため、合計が表記のとおりの計算結果と一致しないこともあります。 

目黒区から排出されるごみ量・リサイクル率 

清掃・リサイクルの経費 

45,066 44,499 43,787

1,640 1,557 1,557

2,881 2,714 2,644
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３Ｒの取組の推進 

３Ｒの取組の中では、まず「リデュース」に優先的に取り組みます。ごみを出さない意識の醸成

とごみを減らすための行動変容を促し、ごみの減量を推進していきます。特に、食品ロスの削減対

策としてフードドライブ支援などの取組を展開し、プラスチックごみの削減対策として使い捨てプ

ラスチックの削減などを推進します。 

次に、「リユース」については、リユース業界団体と連携して区民によるリユースショップの利

用を促すほか、リユース容器等の利用促進を図ります。 

３つめの「リサイクル」については、資源として回収する品目の見直しや事業者との連携による

資源回収・再商品化など、新たな資源循環の手法についても検討をしていきます。 

また、循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行に向け、エシカル消費の推奨や事業者によ

る環境に配慮した取組などについて情報発信をしていきます。 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

２-１ 
３Ｒに関する環境学習の実

施回数（年間） 
２０２１ ８回 ３５回 ３０回 

 

２-１ 
３Ｒに関するＳＮＳの情報

発信回数 
２０２１ ５回 １０回 ３８回 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ ３Ｒに関する環境学習の実施回数は、説明や啓発品の配布など実施方法や内容等を工夫した

ことで基準値から増加し、年間３０回と目標値に近づいています。 

⚫ 区公式ＳＮＳによるプッシュ型の情報発信手段を活用し、３Ｒに関するＳＮＳの情報発信回

数は、３８回と目標値を大きく上回りました。 

 

● ３Ｒに関する情報発信・啓発パンフレットの発行 

ＡＩチャットボットを活用したごみの分別案内に加え、区公式ＳＮＳによる収集日のお知らせや食品

ロス削減の呼びかけなど、プッシュ型の情報発信を行いました。 

区報や区公式ウェブサイトでは、「めぐろ衣類回収プロジェクト」、製品プラスチックの資源回収、食

品ロス削減に関する情報、「めぐろ買い物ルール参加店・食べきり協力店」の紹介、資源とごみの収集

量や清掃経費などの情報を発信しています。 

家庭等から排出される資源とごみの分別方法や収集曜日等を周知啓発するパンフレット「資源とごみ

の分け方・出し方」は、毎年度、内容を見直し、適正排出とごみ減量を呼びかけています。また、資源

とごみの分別排出について、小学２年生と４年生用の子ども向けパンフレットを区立小学校へ配布し、

世帯や年齢層に応じた啓発活動を実施しています。  

施策の目標２-１ 

 



２０ 

● ３Ｒに関する環境学習の実施 

子どもたちや周囲の大人たちが資源とごみの適正排出やご

みの減量について興味を持ち、日々の生活の中で実践してい

くことを目的に、出前講座や子ども向け環境学習を実施して

います。 

２０２５（令和７）年度は、保育園や小学校で、環境学習を

３０回実施し、ごみ減量キャラクター、紙芝居、パネルなどを

活用した説明や啓発品の配布を通して、効果的な普及啓発を

推進しました。 

● めぐろ衣類回収プロジェクト 

古着・古布の資源回収については、２０１９（令和元）年末からの新型コロナウイルス感染症の影響

により海外への輸出ルートが縮小し、町会・自治会による集団回収量が停滞している状況にありました。 

そこで、２０２４（令和６）年度から「めぐろ衣類回収プロジェクト」を開始し、２０２５（令和７）

年度は、目黒区総合庁舎本館、清掃事務所、清掃事業所、エコプラザ、イオンスタイル碑文谷（令和７

年７月から）及びニトリ目黒通り店（令和７年７月のみ）において、回収ボックス設置による拠点回収

を行いました。 

また、住区センターにおいて、月に１、２回程度の巡回回収を行いました。 

● めぐろ買い物ルール 

「めぐろ買い物ルール」は、ごみをなるべく出さない賢い買い物（ス

マートショッピング）を区内に広めるための、リデュース（発生抑制）、

リユース（再使用）、食品ロス削減につながる区民・事業者共通のルー

ルです。取組を推進する店舗などを「めぐろ買い物ルール参加店」とし

て登録し、取組を紹介することでルールの推進と区民への意識啓発を

図っています。 

エコまつり めぐろ２０２５では、ブースを出展し「めぐろ買い物ル

ール」の周知を行い、総合庁舎等ではパネル展示や懸垂幕の掲出により

普及啓発を図りました。また、「めぐろ買い物ルール参加店」拡大のた

めオンラインフォームを新設し、２０２５（令和７）年度末時点で１２

６店舗が参加しています。 

  

●環境学習用の普及啓発品● 

＞

●めぐろ買い物ルールステッカー● 
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● 食品ロス削減の普及啓発・フードドライブの実施 

「めぐろ買い物ルール」の食品ロス削減に取り組む店舗を「食べき

り協力店」として登録しており、２０２５（令和７）年度末時点で１０

５店舗となりました。また、区内拠点の料理研究家との連携による「食

べきりレシピ」の区報連載に加え、区民の方などからレシピのアイデア

を募集し、区役所内レストランでのメニュー化等を行いました。さら

に、株式会社ファミリーマートと連携し、「涙目シール」を「食べきり

協力店」に展開するなどして、食品ロス削減の推進を図っています。 

エコライフめぐろ推進協会では、家庭に眠っている食品を持ち寄り、

必要な家庭に届ける「フードドライブ」の窓口を常設しており、２０２

５（令和７）年度は、延べ２４３人から２,７５５点（８０５.８６９９

ｋｇ）の食品が集まり、区内の福祉施設等に配布しました。 

 

● 資源回収・リサイクルの促進 

区では、びん・缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装の分別回収や、事業系等古紙回収、集団

回収活動への支援、乾電池・紙パックや使用済小型家電等の拠点回収などを行っています。 

２０１９（令和元）年１２月から、パソコンを含む小型家電については、国の認定事業者であるリネ

ットジャパンリサイクル株式会社と協定を締結し、宅配便による回収も実施しており、２０２５（令和

７）年度の回収量は約３９ｔでした。 

また、２０２３（令和５）年７月から製品プラスチックを分別回収しています。 

●びんなどの分別回収量・事業系等古紙回収量● 

品目 
２０２２ 

（令和４）年度 
２０２３ 

（令和５）年度 
２０２４ 

（令和６）年度 
２０２５ 

（令和７）年度 

びん ２,９６６ｔ ２,７６６ｔ ２,６６５ｔ ２,５０９ｔ 

缶 ７８４ｔ ７４４ｔ ７２１ｔ ６９２ｔ 

ペットボトル １,１５３ｔ １,１７６ｔ １,１７６ｔ １,１７２ｔ 

プラスチック製容器包装※ １,６１４ｔ １,６８６ｔ １,７４９ｔ １,７４５ｔ 

事業系等古紙 ２２４ｔ ２２７ｔ ２２０ｔ ２１４ｔ 

※２０２３（令和５）年度はプラスチックの実績（容器包装・製品プラスチックの合計回収量）。 
 

●集団回収事業と実績● 

品目 
２０２２ 

（令和４）年度 
２０２３ 

（令和５）年度 
２０２４ 

（令和６）年度 
２０２５ 

（令和７）年度 

集団回収活動実
施団体への支援 
（古紙・古布・紙
パック） 

登録団体 ３３０団体  ３２９団体 ３２６団体 ３２２団体 

回収数 １０,９３７ｔ １０,１７９ｔ ９,９９３ｔ ９,６９５ｔ 

 

●小型家電等の回収量● 

品目 
２０２２ 

（令和４）年度 
２０２３ 

（令和５）年度 
２０２４ 

（令和６）年度 
２０２５ 

（令和７）年度 

宅配 小型家電 ３７.７ｔ ３８.８ｔ ３５.０ｔ ３８．６ｔ 

拠点 

小型家電 ６.３ｔ ６.４ｔ ６.０ｔ ６.２ｔ 

乾電池 １７.１ｔ １９.３ｔ １８.３ｔ １９.３ｔ 

小型充電式電池等 ― １.３ｔ １.７ｔ ３.１ｔ 

紙パック ４.４ｔ ４.３ｔ ４.４ｔ ４.１ｔ 

●食べきり協力店ステッカー● 

●涙目シール● 



２２ 

ごみの適正処理の徹底 

資源とごみの分け方、出し方など分別と排出のルールの徹底に向けて、啓発を行うとともに、大

規模事業者への排出指導などを行い、不適正排出や不法投棄の防止を推進していきます。 

また、高齢者世帯などごみの排出に支援が必要とされるケースに対応するとともに、環境と安全

に配慮した適正なごみの収集・運搬・処理に引き続き取り組んでいきます。 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

２-２ 
事業用大規模建築物の排出

指導 
２０２１ ０回 ５０回 ６７回 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ ごみの適正処理の推進に向けた事業用大規模建築物の排出指導回数は基準値から増加し、目

標値を上回りました。 

 

● ごみの分別ルールの徹底（ふれあい指導（排出指導）・不法投棄の防止） 

ごみの分別ルールの徹底を図るため、清掃事務所職員が、集積所

において区民とコミュニケーションを図りながら正しいごみの出

し方の支援等を適宜行っています。また、不法投棄を予防するため、

集積所などに警告ポスターを掲示しました。 

なお、事業所に対しては、排出指導を実施しています。２０２５

（令和７）年度は２,８０４か所の事業所を訪問して排出指導を行

いました。このほか、事業者が自らごみの排出状況を確認して適正

処理に取り組むことやごみの減量、資源循環の意識醸成を図ること

を目的としたリーフレットを作成、配布し普及啓発に取り組んでい

ます。 

● 水銀を含む製品の分別回収・適正処理困難物等に関する情報提供 

区では、２０１６（平成２８）年４月から水銀含有物の分別回収

を実施しています。 

２０２５（令和７）年度は、蛍光管等を９,１１９ｋｇ回収しまし

た。しかし、燃やさないごみとして水銀含有物が排出されることも

あるため、水銀を含む製品の回収方法や小型充電式電池等の適正処

理について、「資源とごみの分け方・出し方」等のパンフレットや区

公式ウェブサイト、区公式ＳＮＳ、パネル展示等により情報提供を

行いました。 

施策の目標２-２ 

●事業者向けリーフレット● 

●水銀を含む製品● 
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「目黒区一般廃棄物処理基本計画」は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第６条に基づ

き、区市町村が、一般廃棄物の適正な処理を進めるための基本方針を明らかにするものです。 

「食品ロスの削減の推進に関する法律」や「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法

律」の施行、区における２０５０年ゼロカーボンシティの表明など社会情勢や区民ニーズの変化

などに対応するため、２０２４（令和６）年度を初年度とする計画に改定しました。 

改定の主なポイントは、以下のとおりです。 

●区民１人１日当たりのごみ量４００ｇ、リサイクル率４０％

を新たな目標として掲げました。 

●「めぐろ買い物ルール」を現在の多様化した生活様式にも対

応した内容に改定しました。 

●区民、事業者と連携・協力しながら、食品ロス削減を推進す

ることを目指し、食品ロス削減推進計画を定めました。 

 

  

目黒区一般廃棄物処理基本計画の改定 



２４ 

 

 

 

 

２０３２年に目指す姿  

まちなかの公園や緑道は地域の特性を活かして整備されており、社寺林や住宅などのみどりが変わら

ず残されています。まちなかや住宅の庭、事業所の敷地にはみどりや花があふれ、木漏れ日がやさしく、

歩くことを楽しむ人が増えています。区のシンボルである目黒川と、その沿川をはじめとする桜は、四

季を通して区民へ憩いや潤いを与える場となっています。 

まちなかの緑地に雨水が浸透して水が健全に循環しており、大雨などに

よる浸水被害が減少しています。 

季節の野鳥が毎年飛来し、身近ないきものと人がともに暮らしていくこ

とで、暮らしの中で自然の大切さを実感できるようになっています。 

 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

成果指標      

⑤ 緑被率 ２０１４ １７.３％ ２０.０％ １７.０％ 
 

⑥ 野鳥の年間確認種数 ２０２１ ５６種 ７０種 ４８種 
 

⑦ 
自然やみどりが豊かだと

感じる人の割合※ 
２０２１ ７０.５％ 増加 ７０.０％ 

 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 緑被率は、保存樹林面積が減少しているなどの理由により、基準値から減少しています。 

⚫ 野鳥の年間確認種数は、環境の変化、いきもの気象台情報提供数や自然通信員登録数が減少し

ているなどの理由により、基準値から減少しています。 

⚫ 自然やみどりが豊かだと感じる人の割合は、基準値よりも０.５ポイント減少しています。 

（目標値に近づいていない項目の対策等） 

・緑被率については、建替えや開発等により民有地のみどりが減少していることから、みどりの条例に基づ

く緑化指導やまちなみ助成により向上を図ります。 

・野鳥の年間確認種数については、環境の変化や気候変動等により減少していることから、「目黒区いきも

のみどりみらい計画」に基づく各施策を推進し、生物多様性の確保と確認種数の増加を図ります。 

・自然やみどりが豊かであるとの実感が向上していないことから、みどりの保全・創出を推進するととも

に、取組の周知を強化し、実感の向上を図っていきます。 

 

 

身近なみどりをはぐくみ、みどり豊かな未来をつくる 

基本方針３ みどりを感じるまち 

 

※ 区民に対する『環境に関するアンケート』の問１「⑥自然やみどりの豊かさ」について、「１満足」、「２まあ満足」と回答した 
割合（小数点第２位以下四捨五入）。 
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２０２５（令和７）年度に実施した事業 

２０２５（令和７）年度は、以下の事業を実施しました。雨水の地下浸透など水循環に関する取組は

「基本方針１」をご参照ください。 

NO. 事業名 

６１ 公園・緑道等の整備 

６２ 公園・緑道等のリノベーション 

６３ 生物多様性保全林の指定 

６４ 公共施設の緑化 

６５ 公園活動登録団体支援 

６６ グリーンクラブ事業 

６７ 区民による苗木植樹運動の推進 

６８ みどりのまちなみ助成 

６９ 保存樹木等の指定・管理・支援 

７０ みどりの条例に基づく緑化計画の協議 

７１ 開発行為許可制度 

７２ サクラ保全事業 

７３ 普及啓発パンフレットの作成・配布 

７４ 花とみどりの学習館によるみどりの普及啓発の推進 

７５ 目黒川クリーンアップ大作戦 

７６ 河川清掃 

７７ 河床整正・浚渫＊ 

７８ 流域連携による目黒川の水質浄化対策 

７９ 地下水揚水規制 

８０ 
「目黒区生物多様性地域戦略 ささえあう生命(いのち)の輪(わ) 野鳥のすめるまち
づくり計画」の推進 

８１ ビオトープ＊の育成によるいきものの道の形成 

８２ 地域住民によるビオトープの保存・管理 

８３ 生物多様性保全林に指定した公園における、自然環境保護活動に向けた取組みの推進 

８４ 生物多様性現況調査 

８５ 区民による身近な生物調査と自然通信員の育成 

８６ いきもの発見隊の開催 

８７ 区民農園の貸出し 

 



２６ 

NO. 事業名 

８８ 収穫体験農園 

８９ 自然宿泊体験教室事業 

９０ 自然クラブの開催 

９１ 自然観察舎における体験型自然学習の推進 

＊「河床整正・浚渫
しゅんせつ

」、「ビオトープ」…Ｐ．９２『用語集』参照 

 

   ２０２６（令和８）年度の予定 

⚫ ２０２６年３月に目黒区生物多様性地域戦略と目黒区みどりの基本計画を統合し、「目黒区いき

ものみどりみらい計画～ささえあう生命（いのち）の輪（わ） 野鳥のすめるまちづくり～」を

策定しました。令和８年度は、この計画に基づき、生物多様性の保全及びみどりの保全・創出に

関する取組を総合的に推進していきます。 

⚫ 生物多様性保全林について、中根公園の指定に向けた調査や意見交換を引き続き進めていきま

す。 

⚫ 民有地緑化の模範となるよう公共施設などの緑化を進めていきます。 

 

 

目黒十五庭は、屋上緑化の情報発信地をめざし、２００５

（平成１７）年９月に開園した屋上庭園（面積１,１２０.１

１㎡）です。庭園内には、屋上緑化に適した植物の見本園や、

芝生の上で眺望を楽しみながら休養できるエリアなどがあり、

屋上緑化を学んだり、休憩したりすることができます。 

２０２４（令和６）年度には、「芝生・キッズパーク」の再

整備を行いました。 

〔開 園 日〕区役所が開庁している平日 

（土曜日、日曜日、祝日 及び １２月２９日から１月３日までを除く。） 

〔開園時間〕午前９時から午後４時３０分まで 

※天候の状態や管理作業のために、庭園を閉園する場合があります。 

総合庁舎屋上庭園「目黒十五
とうご

庭」 

●屋上庭園● 
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自然環境の保全・みどりの創出と質の向上 

エコロジカルネットワーク＊の形成を目指し、公園等の公共施設、社寺林や住宅などのみどりの

保全や創出を進めていきます。 

また、生物多様性保全林の取組をはじめとする生態系に配慮したみどりづくりなど、みどりの質

の向上に努めます。また、住民の生活の質の向上への貢献やヒートアイランド対策、雨水の貯留な

どみどりの多面的機能の活用を進めるとともに、健全な水循環の確保に努めていきます。 

＊「エコロジカルネットワーク」…Ｐ．９２『用語集』参照 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

３-１ 
１人当たりの公園等の面

積 
２０２１ １.７６㎡/人 ２.００㎡/人 １.７３㎡/人 

 

３-１ 

グリーンクラブなど公園

等で活動を行う登録団体

数※１ 

２０２１ １１１団体 １２０団体 １１４団体 
 

３-１ 
保存樹木本数・ 

保存樹林面積 
２０２１ 

樹木６５６本 増加 樹木６６８本  

樹林 

８１,８２５.６３㎡ 
増加 

樹林 

８１,５０４.６３㎡ 
 

３-１ 

屋上緑化・壁面緑化助成面

積（累計）・接道部緑化助成

延長（累計）※２  

２０２１ 

屋上・壁面 

５,７９２.６４㎡ 
増加 

屋上・壁面 

５,９７３.６８㎡ 
 

接道部 

１１,２５７.５３ｍ 
増加 

接道部 

１１,６７２.５４ｍ 
 

３-１ 目黒川の悪臭発生日数 ２０２１ ３７日 ０日 １６日  

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ １人当たりの公園等の面積は、人口の増加に伴い基準値よりも減少しました。 

⚫ グリーンクラブなど公園等で活動を行う登録団体数は基準値から増加しました。 

⚫ 保存樹木本数は基準値から指定件数が増加し、目標値を達成しました。なお、保存樹林面積は

基準値よりも減少しました。 

⚫ 屋上緑化・壁面緑化助成面積・接道部緑化助成延長は基準値から増加しました。 

⚫ 流域連携による水質浄化対策や河川清掃、河床整正・浚渫
しゅんせつ

の実施により、目黒川の悪臭発

生日数は基準値より減少しており、目標値に近づいています。 

 

施策の目標３-１ 

 

※１ グリーンクラブ、公園活動登録団体の合計値。 
※２ 民有建物における緑化（屋上、壁面、接道部など）を支援する「みどりのまちなみ助成」の累計実績。  



２８ 

（目標値に近づいていない項目の対策等） 

・公園等の面積については、人口増加に伴い 1人当たりの公園等面積が減少していることから、「目黒区い

きものみどりみらい計画」の公園等整備方針や各地区方針に基づく公園等の新設や拡張等を行います。 

・保存樹林面積については、新規保存樹林指定がないことから、保存樹林指定の普及啓発等を推進していき

ます。 

 

● 生物多様性保全林の指定・自然環境保護活動の推進 

区内でいきものの生息拠点となっている場所を保全するた

め、公園や公共施設等で永続性がある一定規模以上の緑地に

ついてエリアを生物多様性保全林として指定し、みどりの保

全やいきものの生息拠点としての機能向上を図る取組を進め

ています。菅刈公園、駒場野公園、碑文谷公園が指定されてい

るほか、中根公園の指定に向けて、地域住民と中根公園の自

然回復作業と管理運営計画の内容について意見募集を行いま

した。 

２０２５（令和７）年度では、地元意見交換会を４回、近隣 

小学校と連携した自然環境調査を１回、自然ふれあいイベントを１回実施しています。 

また、菅刈公園では、地元ＮＰＯが実施する「平成の森づくり教室」に協力し、公園内のいきもの調

査を行うとともに、公園の自然環境保護につながる活動の検討を行っています。 

● パートナーシップによる公園の管理運営・緑化活動の支援 

質の高い公園の維持や公園の活性化に向けて、区の公園管

理に住民ボランティアが関わっており、１０か所の公園で２

１団体が住民参加による公園管理を行いました。 

また、地域住民が公園などの花壇に花を植え、周囲の環境

をきれいにする活動として「グリーンクラブ」があり、９３団

体に花苗を配布しました。このほか、各住区のイベントなど

で参加者にブルーベリーやムクゲ、ハギなど、合計１,３００

本の苗木を配布しました。 

● みどりのまちなみ助成・保存樹木等の指定・管理・支援 

区全体の面積の約７割は民有地であることから、民有建物

の緑化を支援するため、区では、「みどりのまちなみ助成」と

して生け垣の新設・改造など接道部（道路沿い）の緑化や、屋

上・壁面緑化などに係る造成費の一部を助成しています。 

また、区のみどりの約５割を占める住宅地のみどりを保全

するため、区では、一定規模以上の大きさの樹木、生け垣、樹

林を保存樹木などとして指定し、維持管理費用の一部を助成

しています。２０２５（令和７）年度までの新規指定の総数は

３３４件となりました。 

●道路沿い緑化の例● 

＞

●グリーンクラブが手入れした花壇● 

＞

●中根公園のいきもの調査の様子● 

＞
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● みどりの条例に基づく緑化計画の協議 

敷地面積２００㎡以上で新築、増改築などを行う場合や、敷地面積に関わらず２０台以上の駐車場を

設置する場合などは、あらかじめ緑化についての計画書を提出し、認定を受ける必要があります。 

２０２５（令和７）年度の認定件数は１６５件、緑化面積は９,５６４.９１㎡となり、民有地の緑化

が進みました。 

このほか、敷地内の一定以上の大きさの樹木などをやむを得ず伐採する場合には、事前に区との「樹

木等の保全協議」が必要です。 

● サクラの保全 

サクラ基金を活用し、街路樹や公園・緑道などの樹木診断

を行い、その結果やサクラ再生実行計画に基づき、桜の保護

や植替えを行っています。 

２０２５（令和７）年度までに樹木診断を３６１９本、樹勢

回復を７０５本、植替えを６１本行っています。 

また、２０２３（令和５）年度から２０２５（令和７）年度

の３か年にかけて、倒木や枝折れの危険性を低減するため、

街路樹や緑道の樹勢の悪い桜を対象に、枝葉を大きく剪定し

樹木の形を整える基本剪定を行っています。なお、目黒川沿

いの桜は他と比べて樹勢が悪いため、基本剪定に加えて樹勢

回復を実施しています。 

● みどりの大切さの普及啓発 

多くの区民が、みどりの現状を知り、身近なみどりに親し

みや関心をもって保全・育成などの活動に取り組めるよう、

「自然通信員」・「目黒区みどりの条例」・「保存樹木指定・助成

制度」・「みどりのまちなみ助成」に関する普及啓発パンフレ

ットの作成・配布を行いました。 

また、花とみどりの学習館では、エコ園芸生活講座を１０

回開催し、延べ１３６人の区民が参加しました。その他にも、

花みどり人
すと

講座を３６回開催し、各種イベントを１２回開催

しています。 

  

●桜の保護（基本剪定）● 

＞

●みどりのまちなみ助成パンフレット● 

＞



３０ 

● 河川環境の改善 

河川の水質改善や臭気抑制を目的として、目黒川では、河

川・水面の清掃、河床整正・浚渫
しゅんせつ

、目黒川クリーンアップ大

作戦の実施などを行っています。目黒川クリーンアップ大作

戦は、上中流を「目黒川上中流の会」、下流を「目黒川を豊か

な生活環境にする会」が主催し、区が共催する、地域と行政が

連携した大規模な清掃活動で、２０２５（令和７）年度は、３

回実施しました。 

また、東京都、流域三区で構成される目黒川水質浄化対策

検討会を年１回開催し、流域連携による浄化対策を行ってい

ます。 

２０２４（令和６）年３月には、目黒川水質浄化対策施設整備工事が竣工し、稼働しました。 

 

都市の生物多様性の確保 

「目黒区生物多様性地域戦略」に基づき、区内のいきものやみどりの実態の継続的な把握や、い

きものがすめるエコロジカルネットワークの維持・形成、外来生物への対応についての普及などを

進め、変わりゆく都市環境の中での生物多様性の確保に向けた取組を推進していきます。 

また、生物多様性の大切さを区民に広く周知するため、地域住民・活動団体・小学校等と連携し

学習の機会やいきものとふれあう場の提供を進めていきます。 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

３-２ 
いきもの気象台情報提供

数（１～１２月累計） 
２０２１ ２,３９４件 増加 ２,３２５件 

 

３-２ 自然通信員登録数  ２０２１ １,３０４世帯 増加 １,１９０世帯 
 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ いきもの気象台情報提供数は基準値よりも減少しました。 

⚫ 自然通信員登録数は、２０２４（令和６）年度と比べ減少し、基準値よりも減少しました。 

（目標値に近づいていない項目の対策等） 

・いきもの気象台情報提供数については、環境の変化や気候変動等により確認種数が減少していることか

ら、「目黒区いきものみどりみらい計画」の各施策に基づくいきものの生息・生育環境の保全と創出や自

然通信員等の増加による情報提供数の増加を図ります。 

・自然通信員登録数については、高齢化等に伴う自然通信員登録の解除が増加していることから、自然通信

員制度の普及啓発による登録者数の増加を図ります。  

施策の目標３-２ 

●目黒川クリーンアップ大作戦● 

＞
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● 区民による身近な生物調査と自然通信員の育成 

区では、住民のみなさまから区内にいるいきもの観察記録

を集めて、そこから区の自然の姿や変化を把握する調査活動

「めぐろいきもの気象台」を実施しています。 

２０２５（令和７）年度は、２,３２５件の報告が寄せられ

ました。調査活動の参加者には、「自然通信員」としての登録

を依頼しており、２０２５（令和７）年度末で、１,１９０世

帯が登録されています。自然通信員には、情報の共有や継続

的な参加を図るため、自然通信員だよりを発行・送付してい

るほか、年１回「いきもの住民会議」を開催しています。また、

シジュウカラの巣作りのようすを観察・記録していただける

方に、巣箱モニターを配布しました。 

 

● いきもの発見隊の開催・目黒区いきもの住民台帳 

区民参加により区内の身近ないきものの生息状況を調べ、

専門の先生の講義により自然や生物多様性の大切さについて

学ぶイベント「いきもの発見隊」を毎年開催しています。目黒

川で実施する「いきもの発見隊」では、２０２５（令和７）年

度は８種類のいきものが確認できました。 

また、区民から寄せられたいきものの観察情報をとりまと

め、「目黒区いきもの住民台帳」として区公式ウェブサイトで

公開しています。 

● ビオトープ活動・みどりやいきものとふれあう機会の提供 

身近ないきものが暮らす環境の創出・育成の場として、ビオトープ活動が区立小学校・幼稚園・公園

の２４か所で進められ、区立３公園では住民活動団体によりビオトープの保全・管理が行われています。 

みどりやいきものとふれあう農業体験の機会として、区民農園の貸出を行っているほか、区報、区公

式ウェブサイト、ＳＮＳにより情報提供することで、より多くの区民に対し周知を図り、農家の協力の

もと、じゃがいも掘りやぶどう狩り、秋野菜の収穫体験農園を実施しています。 

また、区内の小学校（４～６年生）・中学校（１年生）を対象に、興津自然学園、八ヶ岳林間学園及

び八ヶ岳方面の民間施設、宮城県気仙沼市、石川県金沢市での自然宿泊体験教室や日帰り自然体験など

自然とふれあう機会を提供しています。 

このほか、雑木林の管理作業や自然観察を通じて自然保護意識の向上を図ることを目的に、自然クラ

ブの開催や駒場野公園内の自然観察舎を利用した体験型自然学習を推進しており、２０２５（令和７）

年度は、自然クラブは２６回開催・９８４人参加、自然観察舎は１０，４２５人の利用がありました。 

  

●自然通信員だより● 

＞

●目黒川の生物調査の様子● 

＞
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２０３２年に目指す姿  

空気や川の水はきれいになっており、有害化学物質などを心配すること

なく、健康に暮らすことができています。 

不快になるようなまちなかの騒音は少なく、ポイ捨てをしないなどのマ

ナーが守られ、地域の協力によりごみが落ちていない美しいまちが維持さ

れています。 

 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

成果指標      

⑧ 
住み心地よいと感じてい

る人の割合※ 
２０２１ ６２.８％ ７０.０％ ５９.８％ 

 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 住み心地がよいと感じている人の割合は、基準値から３ポイント減少しています。 

（目標値に近づいていない項目の対策等） 

・住み心地の実感が十分に向上していないことから、生活環境の向上と地域課題の改善を進めるとともに、

区の取組の周知を強化し、満足度の向上を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康で安心して快適に暮らせる生活環境の未来を守る 

基本方針４ 快適に暮らせるまち 

 

※ 区民に対する『環境に関するアンケート』の問１「②空気のきれいさ（有害な化学物質等）③まちの静かさ（工場や駐車場の
騒音や振動）」について、「１気にならない」、「２あまり気にならない」と回答した割合の平均値（小数点第２位以下四捨五

入）。 
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２０２５（令和７）年度に実施した事業 

２０２５（令和７）年度は、以下の事業を実施しました。 

NO. 事業名 

９２ 大気汚染常時監視（東山中学校測定室） 

９３ 窒素酸化物調査（主要幹線道路、交差点） 

９４ ＰＭ２．５の測定 

９５ 一般大気中のアスベスト測定調査 

９６ 光化学スモッグ注意報等発令状況伝達周知 

９７ 酸性雨調査（区総合庁舎） 

９８ 都が進めるＶＯＣ排出削減対策の情報提供 

９９ 目黒川水質調査 

１００ 地下水汚染実態調査 

１０１ 目黒川臭気調査 

１０２ 道路騒音・振動調査 

１０３ 交通量調査 

１０４ 環七沿道地区計画による環境対策 

１０５ 石綿含有建築物解体等工事届出審査事務 

１０６ アスベスト分析調査費助成 

１０７ 適正管理化学物質対策 

１０８ 工場跡地等の土壌・地下水汚染の監視・指導 

１０９ 工場、指定作業場、解体工事等の監察 

１１０ 工場認可等指導取締 

１１１ 特定建設作業による騒音・振動届出受理事務 

１１２ 解体工事等による標識設置届出受理事務 

１１３ 公害相談 

１１４ ポイ捨て禁止啓発活動 

１１５ 犬の散歩時などのマナーについての啓発活動 

１１６ 路上喫煙禁止区域啓発 

１１７ 指定喫煙所に対する補助事業 

１１８ ボランティア清掃活動団体（スイーパーズ）支援 

１１９ 落書き消去活動支援 
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   ２０２６（令和８）年度の予定 

⚫ ２０２５（令和７）年度の事業を継続するとともに、効果的な普及啓発策を検討していきます。 

⚫ 新たな公衆喫煙所を整備するため、近隣区との連携を図っていきます。 

⚫ 新たな地域における環境美化推進団体への支援拡大を追求していきます。 

⚫ ２０２６（令和８）年１０月１日より、区内全域での路上喫煙禁止の実施に伴い、啓発パトロー

ルの実施エリアを区内全域へ拡大するとともに、啓発チラシの配布等により、周知啓発を行いま

す。 

⚫ 新たにごみ拾いＳＮＳ「ピリカ」を導入すると共に、スイーパーズを見直し、加入者を区内全体

に広げ、清掃活動を支援していきます。 

 

 

区では、大気を汚染し、人に健康被害を及ぼすおそれのある物質を定期的に監視・測定を行っ

ています。主な対象の物質は以下のとおりです。 
 

物質 物質の特性 

二酸化窒素 

（ＮＯ２） 

大気中に排出される窒素酸化物のほとんどを占める物質。主に自動車排気

ガスなどから発生し、呼吸器に悪影響を及ぼすおそれがあるため、環境基準

が設定されている。 

浮遊粒子状物質 

（ＳＰＭ） 

大気中の粒子状物質のうち、粒径１０マイクロメートル以下のものをいう。

呼吸器に悪影響を及ぼすおそれがあるため、環境基準が設定されている。 

微小粒子状物質 

（ＰＭ２.５） 

大気中の粒子状物質のうち、粒径２.５マイクロメートル以下のもの。呼吸

器に悪影響を及ぼすおそれがあるため、環境基準が設定されている。 

光化学オキシダント 

（光化学スモッグ） 

車の排気ガスや工場・事業場などから排出される窒素酸化物や揮発性有機

化合物（ＶＯＣ）などの炭化水素が、紫外線を受けて光化学反応により発生

するもの。 

光化学オキシダントがたまり白くもやがかかったような状態のことを光化

学スモッグという。夏に多く、日ざしが強く風の弱い日に発生する。影響と

して、目がチカチカする、涙がでる、のどが痛いなどの症状が出る場合があ

る。 

非メタン炭化水素 

（ＮＭＨＣ） 

水素と炭素のみでできた化合物のうち、メタンを除外したものをいう。 

大気中で窒素酸化物などと共存して化学反応を起こし、光化学オキシダン

トを発生させる。 

アスベスト 

石綿（せきめん、いしわた）とも呼ばれる天然に産する鉱物。その繊維が

極めて細いため、所要の措置を行わないと、飛散して人が吸入する恐れが

ある。以前は防音材、断熱材、保温材などに使用されたが、飛散、吸入が

問題となるため、各種法律に基づき健康障害の予防や飛散防止対策が講じ

られている。 

 

  

目黒区で監視している大気汚染物質 
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安全・安心な生活環境の確保 

区民が安全で健康に生活できる環境を確保するため、大気や水質、土壌、化学物質、騒音・振動

などの監視や情報発信を行い、国や都と連携しながら環境基準の達成に向けた取組を推進していき

ます。 

また、事業場・解体等工事現場への規制・指導等を行うとともに、日常の生活音や飲食店の臭気

などの生活公害についても、相談への対応や情報提供等を行い、安心して快適に暮らせる生活環境

の確保に努めていきます。 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

４-１ 大気の環境基準達成率 ２０２１ 一部非達成 達成※１ 
光化学オキシダン

トのみ非達成 

 

４-１ 水の環境基準達成率 ２０２１ 達成 達成※２ 
中里橋のＢＯＤ 

のみ非達成 
 

４-１ 
自動車騒音の環境基準達

成率 
２０２１ 一部非達成 達成※３ 

７地点中、昼間、

夜間とも３地点で

非達成 

 

４-１ 
工場、指定作業場、解体工

事等の監察件数 
２０２１ ３０６件 増加 ６３７件  

 

 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 大気の環境基準達成率は、調査項目のうち、光化学オキシダントのみ非達成となりました。 

⚫ 水の環境基準達成率は、目黒川での水質測定を行い、ＢＯＤの基準値が中里橋のみ非達成とな

りました。 

⚫ 自動車騒音の環境基準は、７地点中、昼間３地点、夜間３地点で非達成となりました。 

⚫ 工場、指定作業場、解体工事等の監察件数は基準値から大幅に増加し、目標値を達成しました。 

（目標値に近づいていない項目の対策等） 

・大気の環境基準達成率については、全国的に見ても基準を達成している地点はほぼないものの、引き続き

環境測定を実施し動向を注視していきます。 

・水の環境基準達成率については、気候状況により水質の変化があった可能性があることから、引き続き環

境測定を実施し動向を注視していきます。 

・自動車騒音の環境基準達成率については、道路交通状況により数値の変動があることから、引き続き環境

測定を実施し動向を注視していきます。 

 

施策の目標４-１ 

 

※１ 大気汚染常時監視の結果、すべての指標項目で環境基準値を満たしていること。 
※２ 目黒川での水質測定の結果が、全地点（３地点）、全回（年４回）で環境基準値を満たしていること。 
※３ 「国土交通省２０２１（令和３）年度全国道路・街路交通情勢調査」をもとに、区内２２区間を対象とし計画的に選定した

７地点で実施した交通騒音測定の結果が環境基準値を満たしていること。 
※４ ＢＯＤとは生物化学的酸素要求量のことで、水の中がどのくらい汚れているかを示す指標の一つとなっている。 
※５ 基準値の達成項目数や達成地点数と比較し、目標値に近づいているか否かを評価した。 

※５ 

※５ 

※５ ※４ 
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● 大気の監視・情報提供 

区では、東山中学校屋上に大気汚染測定室を設け、毎年、環境測定を実施しています。２０２５（令

和７）年度は、光化学オキシダントを除き、環境基準を達成しています。幹線沿道における窒素酸化物

濃度調査を４回（各回平日５日間連続測定）行った結果、測定期間中、環境基準を超過した日はありま

せんでした。また、一般大気中のアスベスト測定調査を目黒区総合庁舎で実施しており、アスベストは

検出されませんでした。光化学スモッグ注意報は区南部において３回発令され、区公式ＳＮＳを活用し

た周知を行いました。 

● 水質の監視・情報提供 

目黒川の３地点（氷川橋・宝来橋・中里橋）で年４回、水質を測定しています。２０２５（令和７）

年度は、下流域の測定場所でＢＯＤの超過が認められたため、気象状況による一時的な超過か、継続的

な水質悪化かについて、継続的に監視しつつ判断をしていきます。なお、人の健康の保護に関するすべ

ての項目については、いずれも環境基準を満たしていました。 

また、化学物質の漏えい、地下浸透により発生する地下水汚染の実態把握を目的として、地下水の水

質モニタリング調査を行いましたが、新たに汚染が発覚した所はありませんでした。 

目黒川の水質の測定とあわせて、川の色やにおいなどの項目について測定者の直感的な評価を記録し

ました。調査の結果、「川の色」、「川底の様子」の項目では、上流側の氷川橋・宝来橋と下流側の中里

橋で大きな差がありました。 

●川の色やにおいなどに関する測定者の直感的な評価● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大気・水質の測定結果の詳細は、以下の区公式ウェブサイトより「環境調査報告書」をご覧ください。 

 

    トップページ > 区政情報 > 区の概要 > 統計・調査・報告 > 

 調査・報告 > 環境調査報告書 

  

ＷＥＢ 
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● 自動車騒音の監視・情報提供・沿道対策 

区では、自動車騒音の常時監視（面的評価調査）と自動車交通騒音・振動調査（要請限度調査）を行

っています。 

２０２５（令和７）年度、面的評価調査では、区全体で昼間・夜間ともに騒音の環境基準値以下であ

った戸数の割合は８４．５％でした。要請限度調査では、７地点のうち３地点で昼間・夜間ともに騒音

の環境基準値を超過し、そのうちの２地点では夜間のみ要請限度を超過しました。振動は全地点で要請

限度を下回りました。また、対象となる調査地点についてはあわせて交通量を調査し、騒音・振動の測

定結果との相関を確認しており、２０２５（令和７）年度は明確な相関はみられませんでした。 

なお、自動車騒音が著しい地点については継続的に監視し、道路の周辺の生活環境が著しく損なわれ

ると認めるときは、都道府県公安委員会へ要請するとともに、道路管理者または関係行政機関の長に意

見を述べることがあります。 

監視・測定結果の詳細は、以下の区公式ウェブサイトより「環境調査報告書」をご覧ください。 

    トップページ > 区政情報 > 区の概要 > 統計・調査・報告 >  

調査・報告 > 環境調査報告書 

● アスベスト・化学物質・土壌汚染対策 

アスベストの飛散防止のため、建物の解体などの工事の際に、アスベスト含有建材の使用有無につい

て調査を実施するとともに、使用されていた場合は飛散防止対策を行うことが義務付けられています。

２０２２（令和４）年４月から調査結果の都道府県への報告、２０２３（令和５）年１０月から有資格

者による事前調査の実施が義務付けられました。 

区では、アスベストの調査費助成を行っており、２０２５（令和７）年度は１１件となり、申請をオ

ンライン化し、手続きの簡略化を図ったこととともに、窓口でのリーフレットの配布及び解体等事業者

への周知等により、認知度の上昇が見られました。 

また、「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例（東京都環境確保条例）」に基づき、特定管理

に指定されている化学物質の実態の把握と排出抑制を行っているほか、有害物質を取り扱っていた工

場・指定作業場への立入監察や、廃止時等の土壌汚染調査及び対策の監視・指導を行っています。 

 

● 事業場・解体等工事現場への規制・指導 

工場、指定作業場、解体工事等に対し、立入調査して実態

把握と指導を行っています。２０２５（令和７）年度は、工場

等事業場の監察を２５件、解体工事等パトロールを５４８件

実施しました。また、事業場や解体等工事現場などから発生

する騒音・振動について、「騒音規制法」や「振動規制法」な

どに基づき届出を受理することで実態を把握し、公害防止指

導に当たっています。 

 

 

 

法令等 届出件数 

騒音 
規制法 

特定施設 １９ 

特定建設作業 ３３５ 

振動 
規制法 

特定施設 ７ 

特定建設作業 ２６８ 

「東京都環境確保条例」 
工場／指定作業場 

５２/３６ 

ＷＥＢ 

●工場等への指導（令和７年度届出件数）● 

＞ 



３８ 

● 生活公害に係る相談・調整 

近年の公害相談は、騒音・振動、悪臭などの典型７公害のほか

に、アスベスト被害に対する不安や空き地の雑草など多岐にわた

っており、解決までに時間を要する困難な案件も増加しています。 

２０２５（令和７）年度の公害相談件数は、１７６件でした。 

 

 

 

清潔で美しいまちの維持 

ポイ捨てのない清潔で美しいまちづくりに向けて、区民・事業者だけでなく来街者も含めてモラ

ルやマナーを守る意識の醸成や普及啓発を引き続き進めていきます。区では「目黒区ポイ捨てなど

のないまちをみんなでつくる条例」を定めており条例に基づく指導を徹底するとともに、「自分た

ちのまちは自分たちできれいにする」という考えのもと、区民、事業者等がそれぞれ主体的に連携

して取り組んでいるまちの環境美化活動について、引き続き支援を行っていきます。 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

４-２ 
犬のふん尿等に関する苦

情件数 
２０２１ ９７件 減少 ３７件  

４-２ 

環境美化推進団体・ボラン

ティア清掃活動（スイーパ

ーズ）団体数 

２０２１ ３６団体 増加 ３６団体 
 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 犬に関する相談の５５件中３７件はふん尿等のマナーに関する相談であり、２０２４（令和

６）年度から約６４％件数が減少しました。 

⚫ 環境美化推進団体・ボランティア清掃活動（スイーパーズ）団体数は基準値と同数となりまし

た。 

（目標値に近づいていない項目の対策等） 

・環境美化推進団体・ボランティア清掃活動（スイーパーズ）団体数は基準値と同数で推移しているため、

引き続き、普及啓発や参加促進の取組を推進していきます。 

 

 

 

 

 

●公害相談件数● 

＞

施策の目標４-２ 
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● 吸殻等のポイ捨て禁止・犬のふん放置等に対するマナー普及啓発 

ポイ捨て防止のマナー向上のため、啓発プレート及び路上

シールを配布しています。中目黒駅周辺ではポイ捨て禁止・

喫煙マナー向上キャンペーンを実施したほか、総合庁舎側壁

に「ポイ捨て禁止」「みんなでつくろうきれいなまち」の懸垂

幕を掲示しました。 

また、目黒区では中目黒駅、学芸大学駅、都立大学駅、自由

が丘駅周辺を路上喫煙禁止区域に指定し、「めぐろたばこルー

ル」により、区内全域で歩きたばこを禁止にしています。路上

喫煙禁止啓発シートと電柱看板広告を設置し、路上喫煙禁止

啓発パトロール等を実施しました。 

２０２５（令和７）年度は５９８回実施し、禁止行為の周知

と吸い殻等の清掃活動を行いました。 

なお、犬のふん放置防止などのマナー向上として、啓発プ

レートの配布や「犬の飼い方セミナー」も実施しており、２０

２５（令和７）年度のふん尿マナーに関する相談は３７件と、

２０２４（令和６）年度から約６４％件数が減少しています。 

 

● パートナーシップによる美化活動の推進 

中目黒及び権之助・大鳥スイーパーズの事務局を運営し、

ボランティア清掃活動団体の活動支援を行っています。 

また、落書き支援事業の拡充を図り、落書き消去用品の支

給・貸与や同用品の購入経費補助、落書き防止対策に係る経

費補助を実施しました。さらに、消去用品の支給・貸与に係る

申請方法としてオンライン申請を導入するとともに、貸与・

支給品目の拡充を行いました。 

２０２５（令和７）年度は目黒警察署主催により、落書き消

去イベントも実施しました。  

●路上喫煙禁止区域内路上喫煙禁止シート● 

＞

●路上喫煙禁止区域外の啓発シート● 

＞

●スイーパーズ活動● 

＞



４０ 

 

 

 

 

２０３２年に目指す姿  

区民一人ひとり・事業者が環境について学び、考え、環境にやさしい暮らし

方や事業活動が定着しています。 

区民や事業者がそれぞれの役割を担い、互いの特性を活かしながら協力・連

携して環境についての情報発信や環境を保全する活動に取り組んでいます。 

環境活動のネットワークが形成され、区全体への普及啓発が進んでいます。 

 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

成果指標      

⑨ 
環境に関する活動に参加し

たことがある人の割合※ 
２０２１ ９.８％ １５.０％ １１.４％ 

 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 環境に関する活動に参加したことがある人の割合は、基準値から１.６ポイント増加し、目標

値に近づいています。 

 

２０２５（令和７）年度に実施した事業 

 ２０２５（令和７）年度は、以下の事業を実施しました。 

NO. 事業名 

１２０ エコプラザからの出前講座の環境教育への活用 

１２１ 
エコプラザを活用した環境学習 
（講座・講習会の開催、地域団体、事業者、学校等との協働事業 ほか） 

１２２ 社会教育講座 

１２３ 消費生活講座（食品ロス、エシカル消費についての講座の実施） 

１２４ 消費生活展 

１２５ 環境講座・環境講演会 

１２６ 月間事業（環境月間） 

  

 

みなが環境を知り、学び、行動する未来をつくる 

基本方針５ パートナーシップで取り組むまち 

 

※ 区民に対する『環境に関するアンケート』の問５㉒㉓に「１いつもしている」、「２時々している」と回答した割合の平均値 
（小数点第２位以下四捨五入）。 
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NO. 事業名 

１２７ 子どもから大人までを視野においた啓発活動 

１２８ 未就学児や小学校の低学年向けの地球温暖化対策の普及啓発 

１２９ 若年層を対象とした環境学習機会の提供 

１３０ エコプラザ情報室の図書・資料等の整備、広報誌の充実 

１３１ 区公式ウェブサイトへの環境情報の掲載 

１３２ エコ・チャレンジ顕彰 

１３３ エコまつり・めぐろ 

１３４ エコサポーター登録制度 

１３５ ＥＭＳ（環境マネジメントシステム）研究会活動支援 

１３６ 環境推進員養成講座 

１３７ 環境推進員ステップアップ講座及び交流会 

１３８ 
地域団体との連携、支援事業、地域活動協力者の養成 
（人材バンク・エコステーション支援） 

１３９ 区内事業者とのネットワーク形成 

 

   ２０２６（令和８）年度の予定 

⚫ ２０２５（令和７）年度の事業を継続するとともに、様々な世帯構成、年齢層に応じた効果的な

普及啓発を図ります。 

⚫ 環境学習については、若年層など参加者層の拡大を図っていきます。 

⚫ 環境に配慮した消費行動に関連する講座の開講を検討していきます。 

⚫ エコ・チャレンジ顕彰では、身近な地域で活動している町会などの取組についても積極的に顕彰

することで、地域における環境保全の取組意欲を高めます。 

  



４２ 

継続的な環境教育と学習機会の充実 

未来を担う児童・生徒への学校での環境教育の継続的な推進に向けて、ＳＤＧｓなど多様な視点

を踏まえた環境教育を進めていきます。 

また、ＩＣＴを活用して場所や時間を気にせず参加できる機会や、幅広い世代の学習機会を創る

とともに、地域住民や区内企業とのパートナーシップによる環境学習の機会の提供を推進していき

ます。 

このほか、友好都市と連携した環境学習を推進していきます。 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

５-１ 

目黒区エコプラザ開催の

環境学習講座・講習会の実

施回数  

２０２１ ５９回 増加 １１１回 
 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 環境学習講座・講習会の実施回数は、出前講座やイベントなどへの参加を積極的に取り入れた

ことにより、大幅に増加しました。 

 

● 出前講座やエコプラザを活⽤した環境学習 

目黒区エコプラザが実施している出前講座を活用し、環境学

習を推進しています。 

２０２５（令和７）年度は、小学校７回で４９３人が受講し

ました。また、学童保育クラブ２回、児童館で１０回、その他イ

ベントで７回実施しています。 

また、身近な体験を通して楽しく学べるさまざまなテーマの

講座・講習会を目黒区エコプラザで開催し、来館者が予約なし

で当日参加できる環境学習体験コーナーを常設し、子どもから

大人まで楽しく学べるコンテンツを提供しました。 

●環境学習の内容と参加人数● 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座・講習会名 参加人数 

出前講座（小学校） ４９３ 

出前講座（学童保育クラブ） ４６ 

出前講座（児童館） １５０ 

出前講座（その他イベント） １１６ 

修理コツコツ講座 １５１ 

何でもつくり隊 ７３８ 

サロン・エコライフ １５３ 

（合計） １,８０２ 

施策の目標５-１ 

●出前講座● 

＞

（単位：人） 

●環境学習講座● 

＞

 

●環境学習体験コーナー● 

＞
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● 環境学習機会の提供・子どもから大人までを視野に入れた啓発活動 

自発的な環境活動へのきっかけとして、身近なテーマで大人から子どもまでを対象とした講演会など

を開催しました。また、親子を対象とした体験活動や講座の実施や未就学児や低学年向けの啓発絵本の

配布、若年層を対象とした普及啓発など世代に応じた啓発活動を行っています。 

●２０２５（令和７）年度に実施した環境学習の内容と参加人数● 

  

講演会・講座名など 内容 延参加人数 

環境講座・環境講演会 区民の食卓にも直結する「食品ロス削減」をテーマに開催 １０２人 

社会教育講座 「食品ロスが環境に与える影響を考える」講座 ３９人 

消費生活展 環境等をテーマにしたパネル展の開催 ５２４人 

消費生活講座 南極ではたらくかあちゃん、調理隊員になる！ １９人 

消費生活講座 電気の安全と省エネ・節電対策 ３５人 

夏休み子ども向け講座 おかいもので体験！～みんなで一緒にＳＤＧｓ ２６人 

親子ふれあい自然体験 
親子で自然に親しみ、環境について考える講座として中目

黒公園を訪問 
１２人 

子育てママのエコ入門 子育てをする中で楽しくエコライフを送る講座 １５０人 

エコライフ交流会 
環境活動を行う若い世代が取り組みを発表し、他の団体や

参加者との交流を実施 
２４人 



４４ 

環境活動の支援 

学びの機会が地域の環境活動の実践へとつながるよう、環境活動の推進役や環境活動団体の地域

での活動の支援を行うとともに、それらのネットワーク化を図り、より多くの区民や事業者の参加

を促進していきます。 

また、地域の活動団体の取組や手軽に取り組める環境行動について、パートナーシップでの情報

発信を行い、より多くの区民や事業者が情報に触れる機会をつくっていきます。 

指標の評価  
 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：評価できない 

指標項目 基準年度 基準値 
目標値 

(２０３２年度) 
２０２５(令和７) 
年度末実績値 

評価 

取組点検項目      

５-２ 

環境活動団体数（目黒区エ

コプラザ協力団体、スイー

パーズ活動団体、グリーン

クラブ、公園活動登録団体

の合計数）  

２０２１ １５４団体 増加 １５０団体  

５-２ 
環境推進員ステップアッ

プ講座・交流会参加者数 
２０２１ １４人 増加 ４１人 

 

 

   ２０２５（令和７）年度の成果 

⚫ 環境活動団体数は基準値を下回りましたが、２０２４（令和６）年度から２０団体増加しまし

た。 

⚫ 環境推進員ステップアップ講座・交流会の参加者数は、基準値から増加しました。 

 

● パートナーシップによる環境情報の発信・参加促進 

「エコまつり めぐろ２０２５」を地域団体と事業者団体、

企業、エコライフめぐろ推進協会及び区が連携して、１１月

に「ひとりひとりのエコを見つけよう！あらためてエコって」

をテーマに実施しました。３５団体が参加し、来場者は約１,

４００人でした。 

また、地域の環境保全活動の活性化につなげるため、幅広

い環境活動に継続して取り組んでいる区民・団体・事業者を

顕彰する「エコ・チャレンジ顕彰」を、２００１（平成１３）

年度から開始し、２０２５（令和７）年度までに５７人の区

民、５９団体、２０事業者の方を顕彰しています。 

２０２５（令和７）年度は１事業者を顕彰しました。 

  

●エコまつり めぐろ２０２５● 

＞

施策の目標５-２ 
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●２０２５（令和７）年度「エコ・チャレンジ顕彰」被顕彰者及び顕彰理由● 

被顕彰者（敬称略） 顕彰理由 

株式会社アソシエ・インター

ナショナル  

アソシエ柿の木坂保育園 

ＳＤＧｓに関して、子どもたちが学び、考え、話し合う機会を設けると

ともに、地域交流を深める体験講座の開催や、絵本の登場人物を活用し

た「もったいない月間」の取組を通じ、子どもたちが地球環境にやさし

い行動を考える機会を創出している。また、家庭で不要となった子ども

服を回収し、世界中の子どもたちに届けるプロジェクトへ参加するなど、

環境活動を実践し、地域における環境保全への取組意欲を高めることに

大きく貢献している。 

 

● めぐろエコサポーター制度・環境推進員養成講座・ステップアップ講座・交流会 

めぐろエコサポーター制度は、環境推進員養成講座の修了生が登録できる制度で、地域での活動に

必要な体験や仲間づくりの場として用意されているものです。登録者は、２０２５（令和７）年度末

で１４８人となっています。目黒区エコプラザでは、毎月エコサポーターに情報提供を行っています。 

環境推進員養成講座は、地域において積極的に環境保全活

動を行うことのできる人材を育成することを目的に、フィー

ルドワークやグループ討議・発表等、全６回の連続講座とし

て開催し、修了生企画によるフォローアップ講座も実施しま

した。 

２０２５（令和７）年度は、「「食」がになう循環型社会～昨

日・今日・明日～」をテーマに、第１６期環境推進員養成講座

を開催し、養成講座参加者は１８人、養成講座修了者は１４

人でした。 

また、環境推進員が、区や団体などと協力して地域で活動

していくためのステップアップ講座や連携を図るための交流

会などを開催しています。 

  

●環境推進員養成講座● 

＞ 
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プロジェクトの目的  

近年、地球環境をめぐる社会情勢に大きな変化があり、特に

国内外において脱炭素社会の実現に向けた動きが加速してい

ます。目黒区でも２０２２（令和４）年２月１日に２０５０年

の二酸化炭素排出量を実質ゼロ（脱炭素化）とするゼロカーボ

ンシティの実現を目指すことを表明しました。 

２０５０年ゼロカーボンシティの実現に向けて、特に重点的

に取り組む施策として、区民、事業者、区の３つの取組主体に

分けてプロジェクトを設定しています。 

 

 

 

 

 

 

エコプラザを活用した積極的な環境学習の促進 

● 取組主体：区民 

２０５０年ゼロカーボンシティの実現には、区民一人ひとりが環境問題に対する理解や興味を深

め、環境負荷の低減につながる行動を主体的に行うことが大切です。 

そのために、目黒区エコプラザの環境活動の拠点としての機能を強化することにより、環境負荷

低減に向けた意識啓発活動をより一層推進していきます。 

 

   ２０２５（令和７）年度の取組 

⚫ 環境について学べる講座や、小学校・児童館などへの出前講座を実施しました。 

講座の詳細は、本報告書の                をご覧ください。 

⚫ 目黒区エコプラザのＰＲ強化として、インスタグラム

による情報発信を中心に、エコプラザだよりの発行（計

１２回）やウェブサイト・住区掲示板、区有施設への

チラシ配布などを活用し、エコプラザ利用の促進を図

りました。 

  

区民、事業者、区の３つの取組 

ゼロカーボンシティ実現に向けた重点プロジェクト 

 
●目黒区ゼロカーボンシティの表明● 

＞

プロジェクト① 

施策の目標５-１（４２ページ） 

●目黒区エコプラザの利用状況● 

利用項目 利用件数 

環境学習室 

利用件数 
２１６件 

図書貸出し件数 １０４件 
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区内事業所におけるゼロカーボンの促進 

● 取組主体：事業者 

区内事業者の再生可能エネルギー導入や省エネルギー化への取組を、区がサポートします。事業

所におけるゼロカーボンに向けた取組を促進することを目的とし、これまで区が実施してきた「め

ぐろグリーンアクションプログラム事業所版」を、「めぐろゼロカーボンプログラム」として刷新

し、事業者による地球温暖化対策の、効果的かつ持続的な取組を促進します。 

 

   ２０２５（令和７）年度の取組 

⚫  区事業者の脱炭素化人材育成支援事業として、区内事

業者を対象に、東京商工会議所が実施する環境社会検定

試験（ｅｃｏ検定）®の受験料の一部助成を実施しまし

た。普及啓発として、区公式ウェブサイトや区報、チラ

シを用いてＰＲを行い、受験者数の増加を図りました。 

前期及び後期の受験申請者数につきましては、本報告

書の               をご覧ください。 

 

区有施設におけるゼロカーボンの推進 

● 取組主体：区 

基本方針１の「カーボンニュートラルの未来をつくる」の実現に向けて、区有施設における省

エネルギー設備や再生可能エネルギー設備の率先導入を行い、区の業務により発生する温室効果

ガス排出量を、２０１３（平成２５）年度を基準とし、２０３２（令和１４）年度までに６０％の

削減を目指します。さらに、こうしたゼロカーボンの推進の取組を、区内の大規模事業者である

区が率先して実践し、区民や区内事業者へ普及啓発していくことにより、地球温暖化対策が地域

に波及していくことを目指していきます。 

 

   ２０２５（令和７）年度の取組 

⚫ 区の事務事業からの温室効果ガス排出の削減のための

法定計画である「めぐろエコプラン３（目黒区地球温暖

化対策実行計画（事務事業編）【第三次計画】」を区の取

り巻く状況の変化等に対応すべく２０２４（令和６）年

３月に中間見直しを行い、２０２５（令和７）年度はそ

の取組を推進しました。 

⚫ 温室効果ガス総排出量の削減目標について、計画最終年

度の２０３０（令和１２）年度において基準年度比５

３％削減に引き上げたほか、エネルギー消費原単位の削

減、ＺＥＢ＊等の推進、非化石燃料由来電力への切り替

え、ＺＥＶの導入に関する目標を設定しました。 

＊「ＺＥＢ」…Ｐ．９２『用語集』参照 

プロジェクト② 

●ｅｃｏ検定の普及啓発● 

施策の目標１-１（１０ページ） 

プロジェクト③ 

●めぐろエコプラン３（中間見直し）● 

＞

※環境社会検定試験（ｅｃｏ検定）®は 

東京商工会議所の登録商標です。 


